
●２０１７年７月１２日にスタートした「多摩川を歩く」シリーズが、この９月２３日の笠取山南面にある源流点「水干」到達をもっ

て終了しました。この間、計１１回にわたりリーダーを務めた熊坂さんの慰労と懇親を兼ねた集まりが、市村さんの呼びかけに

より１１月１４日（水）１８時より東神奈川の「隆昌飯店」にて開催されました。当日は多摩川に参加したメンバーはもとより、参加

出来なかったものの、陰ながら完全踏破を願っていた“応援団”も出席し、一年以上にわたる健闘を皆で分かち合いました。

この夜はかなり冷え込みましたが、宴が進むにつれ歓談の輪とともに店内は熱気に満ち溢れ、最後はこれまで歩いた多摩

川の情景を思い浮かべながら、笑顔とともにお開きとなりそれぞれ帰路につきました。

        （小島記）

［出席者］ 勅使河原 吉越 平嶋 平石 熊坂 高橋文 伊藤眞 青松秀 平山 河野 清水正 長井 小島 落合 市村

       中村ゅ 志村 木村 奥村 山田 畠 脇坂 岩元   計２３名

呼びかけ人となった市村さんの開会の辞。           吉越会長からは多摩川完全踏破への祝辞を頂きました。

       

       猛暑の日も雨の日も、ひたすら多摩川の源流点を目指して皆さんをリードしてきた熊坂さん。

       奥多摩の昼なお暗い山道を“うら若き女性”がたった一人で下見をし、ルートを確認しながら歩く

       ことは我々か弱き男どもにはとても真似出来ないこと。あらためてその度胸とパワーに脱帽です！



  

リーダーを務めた熊坂さんから多摩川踏破の感想が。      乾杯の音頭は１０回参加の高橋副会長。乾杯！！！

  

席は四卓に分かれ抽選で。多摩川での思い出を語り合いながら懇親会が始まりました。（但し、一卓撮り忘れた！）

  

“表彰式” 全１１回参加の４人。参りました！               熊坂さんから全コースの手作りカラーアルバムを頂く。

  

苦あれば楽あり・・・１０回参加者。      ９回参加者。（私も）              ８回参加者。

[総合データ] 参加者：計４７名   シリーズ合計参加者数：計２３５名

※第１回：１９km 第２回：１８km 第３回：１７km  第４回：１８km  第５回：１４km  第６回：１０km  第７回：：１３ｋｍ  第８回：１０ｋｍ  

第９回：１８km  第１０回：１３km  最終回：Ⅰ日目１５ｋｍ・２日目：歩行約８時間５０分



         

          ここで熊坂さんに労いのプレゼント。中身？ 一番嬉しい物・・・ここは当然お酒でしょう！

※以下は懇親会のスナップです。一人ずつ多摩川を歩いた感想を話しました。（順不同。抜けている人がいたらご容赦願います）
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        締めには吉越会長から８０歳祝福大山登山や三十三観音最終回のお知らせ等がありました。



＜最後はテーブル席を片づけて記念写真を撮り、多摩川を歩く踏破記念懇親会はお開きとなりました＞

※今回の「多摩川を歩く」懇親会を企画した市村さんには、下準備から“総合司会”まで、手慣れた流れで場を進行して頂き

お疲れ様でした。普段のウォーキイングではお互いなかなか話す機会のない人も、こうした会の席では思わぬエピソードを

伺い知ることができ、文字通り懇親を深めることができました。なお８回以上の参加者には、熊坂さん手作りの踏破記念ア

ルバムが贈られましたが、お忙しい中この日の為に作られたアルバムの頁のそこかしこには、多摩川１３８ｋｍ踏破に込めら

れた熱い思いが伺い知れる逸品でした。

  思い起こせば、猛暑の初回から雨中の河原歩き、奇岩が並ぶ渓流沿いや静寂の奥多摩湖、そして突然の雷雨の中を

「道の駅丹波山」までの青梅街道歩き等々、皆さんの心にいつまでも残る多摩川ウォークになったと思いますが、私自身に

とっても、子供の頃から親しんだこの川の素晴らしさを、本シリーズを歩けたお蔭で再認識した次第です。

熊坂さんには、リーダーとして一年以上にわたり我々を引率して頂き、大変お世話になり有難うございました。

END


